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　　戴躁照　　・騰騰蝋懇　　　　　　　　　　　　　　はみっかりませんでした。お手紙を頂いた直後、山へ行

ノブドウ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しさを感じませんでした。大量に食べていないので、溝

毒性の有無
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度の毒があるかどうかはっきりしないようなので、食用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にしないほうが無難でしょう、と返事しておきました。

　1989年11月に本協会員の梅田　始氏（中蒲原郡村松　　その後、佐渡の植物に詳しい伊藤邦男氏にお伺いしたと

町）からのお便りで、ノブドウに毒があるか、どうかの　　ころ「両津市真更川では、ノブドウを食べたという年寄

ました。私達の身近に見られる植物なので、調べた結果　　　　　　　　　　＄　　　　　⊥

図鑑などの記録

　　　「敢テ食二中ラズ」とあり。

　倉田　悟　　（昭和44年）　植物と艮俗　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　幽　1’　　義、

　　紹介あり。　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　＾　　’　　　　・Ma

　　　「食べられない」とあり。　　　　　　　　　　　　写真　糸魚川市坪野（1981・8・　5果実　宝珠山　1983・　9・15）

　上原敬二　　（昭和50年）　樹木大図説　　　’　　　りも若い人もいます。また、『佐渡志』（1886年　佐渡

　　　「食用とならず」とあり。　　　　　　　　　　奉行所編）には、’1食用可”の果実として記録されてい

　　杉本順一　（昭和53年）　新日本樹木総検索誌　　　ます。私も食べてみました。毒ではありません」とのこ

　　用途の欄に「毒」とあるが、植物体のどの部分か　とです。尚、詳細なことは、伊藤邦男氏が「佐渡新報」

　　不明。　　　　　　　　　　　　　（1989年9月9日第9428号）佐渡草木ノート351に「蛇

　　伊沢一男（昭和53年）薬用カラー図鑑　主婦の友社　葡萄・ノブドウ」の題で書かれています。

　　　根に薬効あると記しているが腋果1・ついてふれ　伊麟男氏のお乱からノブドウは購でないことに

　　　てない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　なりますが、美味しくないことから、その液果にっいて

私の田舎（長野県）でもノブドウのことをドクブドウ聞かれittらば・牧駈の日本植物図鑑1こあるように

と呼び、食べないように麓されたことを覚えていま「敢テ食＝OPラズ」と伝えるのが妥当と思われます・

す．蠣県における記録欄べてみたカ・、手元の酬に　　　　　　　（石沢進）

［新潟県自然保護団体の会報］
　植物同好じねんじょ会（事務局〒947新潟県小千谷市山寺関省吾方）

　　　　むかご　7巻4号（199D年1月15日発行）

　　新潟の水辺を考える会（事務局　〒950－21新潟市五十嵐1の町7821－5株式会社グリーンシグマ気付）

　　　水を肴に大いに語ろう　PART2水辺の生態工学シンポジウム1989資料11月18日開催

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（希望者は同会に紹介下さい）

　　新潟県生態研究会（事務局〒943新潟県上越市東城町1丁目16の4丸山吉夫方）

　　　　新’潟県生態研究会誌第4号1989

［お知らせ］

　「新潟県植物保護」　No，8原稿募渠7月に発刊の予定ですので、投稿をお願い致します。

　「新潟県植物保護協会」1990年会費の納入をお願いします（一口　￥1．　000円）。

　「出版物（’在庫）」

　　　　　上信越ブナ原生林シンポジウムーブナ原皿三林の保護をめざして一

　　　　　　　」、｛認ブナ原生林シンポジウム！；1撚獅絵編（一部肌゜°0円）

　　　　　雪1蜥潟の1撚一原生林の夕べ一開f踏料（一部￥5°0円）　　．
　　　　　　希望者は本協会事務所まで申込んで下さい。　Tc　1．025（267）0705（そ1勃9


